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 本事務所通信は事務所の顧客さま、名刺交換

をさせて頂いた方、ＦＡＸ番号、メールアド

レスを教え頂いた会社さんへお送りしており

ます。不要の方はお手数ですがメール、ＦＡ

Ｘ、電話等でその旨をご連絡下さいますよう

お願い申し上げます。 

   
 

就業規則定期点検の勧め 

法改正や社会の価値観が変化するに伴い、会

社に求められる就業規則もそれに合わせて変化

させることが求められます。少なくとも年に一

回は就業規則を点検し、必要な修正を加えるこ

とをお勧めします。 
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ＡＩ（人工知能）革命

近年、「ＡＩ（人工知能）が社会やビジネスを大

きく変える」と盛んに言われています。今月は、

ＡＩと従来のＩＴ技術との違い、小規模の会社に

おける活用の可能性について筆者自身の体験を交

えてご紹介します。 

 ＩＴとＡＩの違い・ 

従来のＩＴ化は、作業の「自動化・省力化」が

中心でした。計算、記録、検索、伝達といった定

型業務を、コンピュータが人間の代わりに正確に

処理する仕組みです。これらは、あらかじめ人間

がルールを設定し、その通りに動かすものです。

システム導入やカスタマイズが必要となるため、

小規模の会社にとっては導入コストや運用負担が

大きいという課題がありました。 

一方、ＡＩは「知的作業の自動化」を可能にし

ます。文章作成、要約、判断、企画、分析など、

これまで人間が頭を使って行ってきた業務を、Ａ

Ｉが簡単にこなせるようになりました。特に生成

ＡＩは、人間の指示を理解し、必要な文章や資料

を“自ら作り出す”点が大きな特徴です。従来の

ＩＴが「道具」であったのに対し、ＡＩは「共同

作業者」に近い存在と言えるでしょう。ＡＩは従

来のＩＴ化の延長線上にありながら、人間の知的

活動そのものを補完するという点で、まさに“革

命”と呼ぶにふさわしい技術です。 

 ＡＩの利点・ 

ＡＩの最大の利点は「導入のしやすさ」です。

従来のＩＴ化でも、Excel を使って単に縦横計算

する程度であれば、大きな負担なしに成果を上げ

ることができました。しかし、それ以上の機能を

求める場合には、プログラムの開発やシステム導

入が必要となり、費用が発生しました。 

ところが、ＡＩはパソコン１台ですぐに利用で

きます。たとえば、社内文書の作成、求人票の作

成、面接質問の準備、業務マニュアルの改善、営

業メールの作成、プログラムコードの作成など、

日常業務の多くをＡＩがサポートしてくれます。 

 プログラムコードの作成例・ 

筆者自身の体験を紹介します。趣味の英語学習

用に、文章の表示と音声ファイルの再生を Excel

シートで行っていました。しかし、Excel ではい

つでもどこでも利用することが難しく、スマホア

プリへの移植を考えるようになりました。 

繰り返し再生や再生速度の設定、学習記録の作

成など十数項目の希望をまとめＡＩに可能性を尋

ねたところ、「すべて可能」との返答でした。スマ

ホアプリの作成知識が全くなかったため、まず何

から始めればよいか、開発にパソコンが使えるか

等を尋ねたところ、ＡＩは Google 開発の Flutter

という環境と Dart なる言語を勧めてくれました。 

その後、開発環境の整備や操作方法をＡＩに教

わりながらコードの作成も依頼することで、わず

か１ヶ月後には、スマホアプリ開発に無縁だった

“ど素人”が、それなりのアプリを完成させるこ

とができました。まさに衝撃的な体験でした。  

 まとめ・ 

小規模の会社にとって、ＡＩの最大のメリット

は「大会社並みの生産性を低コストで実現でき

る」点です。まだＡＩを体験されていない方は、

無料で使える Gemini や ChatGPT、あるいは

Copilot などの生成ＡＩに触れてみることをお勧め

します。きっと新しい可能性を感じるはずです。 
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